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第３部　環境保全施策の展開

１　水環境の現状

第２節　水環境の保全

環境対策課
１　安全な水環境
①　環境基準の達成状況
公共用水域の人の健康の保護に関する項目につ

いては、迫川中流でカドミウム､鉛及びふっ素が、
江合川上流で砒素及びほう素が、名取川中流では
砒素が環境基準を超過しました。
地下水では、新たな地点で実施した概況調査に

おいて、４４地点中砒素が１地点、ＰＣＢが１地点、
テトラクロロエチレンが１地点、硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素が１地点で環境基準を超過しました。
これまでの調査で環境基準の超過歴のある調査

地点を対象とする継続監視調査では、４７地点で環
境基準を超過しました。
②　公共用水域
迫川中流（五輪原橋及び久保橋）でカドミウム、

鉛及びふっ素が基準を超過した要因は、自然汚濁
及び鉱山由来排水によるものと考えられます。江
合川上流（鳴子ダム流入部）で砒素及びほう素が、
名取川中流（碁石川合流前）で砒素が基準を超過
した要因は、上流部からの温泉水の流入等自然的
汚濁によるものと考えられます。

 

③　地下水
地下水では、概況調査において、４４地点中砒素

が１地点、ＰＣＢが１地点、テトラクロロエチレ
ンが１地点、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素が１地
点で環境基準を超えた井戸が発見されました。環
境基準を超えた地点の周辺井戸について水質調査
を行ったところ、環境基準を超過した井戸が砒素
で２地点、１，２－ジクロロエチレンとテトラクロ
ロエチレンとで１地点ありました。
継続監視調査では４７地点中２７地点で環境基準を

超過しています。主な超過項目は、テトラクロロ
エチレン等の有機塩素系化合物、鉛、砒素、硝酸
性窒素及び亜硝酸性窒素です。超過の要因とし
て、有機塩素系化合物は人為的な汚染によるも
の、鉛や砒素は地質構造由来の自然汚濁によるも
の、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素は施肥等による
ものと考えられます。
環境基準超過が確認された井戸については、次

年度以降の継続監視調査地点として、調査を継続
していきます。

▲図３−４−２−２　迫川中流（久保橋）におけるカドミウム・
鉛・ふっ素の測定結果（平均値）

▲図３−４−２−３　江合川上流（大深沢（鳴子ダム流入部））及
び名取川中流（碁石川合流前）における砒
素・ほう素の測定結果（平均値）
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▲図３−４−２−１　迫川中流（五輪原橋）におけるカドミウム・
鉛・ふっ素の測定結果（平均値）
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第４章　安全で良好な生活環境の確保

▼表３−４−２−１　地下水水質測定計画に基づく測定結果（平成２５年度）
NO３-N
NO２-N*ＢFNO３-N

NO２-NPCETCE１,１,１-
TCE

１,２-
DCE

１,１-
DCE

四塩化
炭素PCBAsCr６+PbCd項　　目

１０１０.８１００.０１０.０３１０.０４０.１０.００２検出され
ないこと０.０１０.０５０.０１０.００３環境基準（mg/L）

１０１０１０１０１０１０１０１０１０１０１０１０１０１０調査市町村数

概況調査
４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４調査地点数

３２（０）１１（０）４２（１）１（１）０（０）０（０）０（０）０（０）０（０）１（１）３（１）０（０）２（０）０（０）検出（超過）地点数

０．３７０．１７２５０．０６７ ０．０６７０．０１６０．００７ 最大値（mg/L）

４３３３３３５１２調査市町村数

継続監視
調　　査

１４１４１４１４１４１４１５２２調査地点数

１４（７）１２（６）２（１）１（０）１（０）０（０）１５（１２）２（０）１（１）検出（超過）地点数

１５３．２０．０４６０．００２０．００８０．１０．０２０．０２６最大値（mg/L）

２１１１１１調査市町村数
汚染井戸
周辺地区
調　　査

９４５５６２調査地点数

９（２）４（０）１（１）１（１）０（０）２（２）検出（超過）地点数

２１９．９０．２４０．２３０．０２５最大値（mg/L）

（注）Cd：カドミウム、Pb：鉛、Cr６＋：六価クロム、As：砒素、１，１－DCE：１，１－ジクロロエチレン、１，２-DCE：１，２-ジクロロエチレン、１，１，１-TCE：１，１，１－トリクロロエタン、TCE：トリクロロ
エチレン、PCE：テトラクロロエチレン、Se：セレン、NO３-N、NO２-N：硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、F：ふっ素、B：ほう素

　　＊再度汚染井戸周辺地区調査

２　清らかな水環境
①　環境基準の達成状況
生活環境項目のうち有機性汚濁の指標となるＢ

ＯＤ及びＣＯＤの環境基準の達成状況について水
域ごとに見ると、河川では５９水域中５８水域で達成
しており、達成率は９８％でした。湖沼では１２水域
のうち１水域で達成しており達成率は８％、海域
では２４水域のうち１６水域で達成しており達成率は
６７％でした。
全窒素・全燐の環境基準の達成状況を水域毎に
見ると、湖沼では、全燐で５水域のうち２水域で

環境基準を達成し、達成率は４０％でした（全窒素
は当分の間適用しないこととしています。）。海域
では、全窒素では９水域中８水域で達成し達成率
は８９％であり、全燐も９水域中８水域で達成し達
成率は８９％となっています。
また、水生生物に係る水質環境基準の達成状況

は、河川１７水域、湖沼９水域の全水域で環境基準
を達成しており、達成率は１００％でした。
なお、水生生物の類型指定は平成２３年８月に河

川１１水域、湖沼７水域指定の追加をし、現在河川
１８水域、湖沼９水域が指定されています。

▼表３−４−２−２　類型別及び水域別のＢＯＤ（ＣＯＤ）の環境基準達成状況

達　　成　　率　（％）達　　成
水 域 数

達　　成
基準点数

基準
点数

あてはめ
水 域 数

類型
区分 H２５年度H２４年度H２３年度H２２年度H２１年度H２０年度

１００１００１００１００１００１００７１４１４７AA

河川
（BOD）

９５９５１００９５１００１００１９１９２０２０Ａ
１００１００９４１００１００１００１６１８１８１６Ｂ
１００１００９４１００１００１００１６１７１７１６Ｃ
９８９８９７９８１００１００５８６８６９５９計
００００００００６６AA

湖沼
（COD）

２５２５２５２５２５２５１１４４Ａ
００００００００２２Ｂ
８８８８８８１１１２１２計
３３３３７８１１２２０３１３２９９Ａ

海域
（COD）

７８７８８９６７５６６７７１０１２９Ｂ
１００１００１００１００１００１００６６６６Ｃ
６７６７８８５４５４５０１６２９４７２４計

※　Ｈ２３年度の海域は、１０月と２月に実施し、Ａ類型は２２地点で実施した。

▲図３−４−２−４　全水域環境基準達成率の推移
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第３部　環境保全施策の展開

②　河川
類型ごとのＢＯＤについては、Ａ類型の２０水域
のうち１水域で環境基準を達成しませんでした
が、ＡＡ類型、Ｂ類型、Ｃ類型については全水域
で環境基準を達成しました。

③　湖沼
類型ごとのＣＯＤについては、Ａ類型の４水域

のうち１水域で環境基準を達成しましたが、ＡＡ
類型、Ｂ類型については全水域で未達成となりま
した。
また、全燐については、５水域のうち２水域で

環境基準を達成しました。
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鶴田川 下志田橋(サイホン) C類型
出来川 小牛田橋 C類型
大崎市古川地区内新堀サイホン入口 C類型
吉田川下流 善川橋 B類型

貞山運河　貞山橋    C類型
金流川 小畑橋  A類型

濃度（㎎/Ｌ）

▲図３−４−２−５　生物化学的酸素要求量（BOD）が高い地点
の推移（年間７５％値）

▲図３−４−２−６　化学的酸素要求量（COD）が高い地点
（年間７５％値）
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▲図３−４−２−７　化学的酸素要求量（COD）が低い地点
（年間７５％値）
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▲図３−４−２−８　全燐測定結果の推移（年間平均値）

▲図３−４−２−９　化学的酸素要求量（COD）が高い地点
（年間７５％値）
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その他の地先 桂島海水浴場 Ａ類型

石巻地先（乙-3） 雲雀野海岸沖（H-2） Ｂ類型

石巻地先（甲-2） 雲雀野海岸沖（H-１） Ｃ類型

石巻地先（甲-1） 工業港入口 Ｃ類型

二の倉地先（甲） 二の倉前-1 Ｃ類型
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※平成２３年度は震災の影響により桂島海水浴場については測定して
いない。

▲図３−４−２−１０　化学的酸素要求量（COD）が低い地点
（年間７５％値）
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その他海域 雄勝地先 Ａ類型

その他海域 お伊勢浜 Ａ類型

その他海域 荻浜地先 Ａ類型

その他海域 小田の浜 Ａ類型

※平成２３年度は震災の影響により小田の浜・お伊勢浜については測
定していない。

④　海域
類型ごとのＣＯＤについては、Ａ類型９水域の

うち３水域、Ｂ類型９水域のうち７水域、Ｃ類型
６水域の全水域で環境基準を達成しました。
また、全窒素については、Ⅲ類型３水域のうち

２水域、Ⅱ類型６水域全水域で環境基準を達成し
ました。
全燐については、Ⅲ類型３水域のうち２水域

で、Ⅱ類型は６水域全水域で環境基準を達成しま
した。
震災で被災した下水道処理施設の影響を調査す

るために平成２３年度から継続して海域の放流口付
近の臨時検査を行ってきていましたが、ほぼ震災
前の状態に戻ったことを確認しました。
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第４章　安全で良好な生活環境の確保

⑤　海水浴場
震災の影響で海水浴場の開設は小田の浜、網地

白浜、及び月島の３箇所の水質検査を実施しまし
た。なお、震災以降放射性物質についても併せて
実施しています。

▲図３−４−２−１１　全窒素測定結果の推移（年間平均値）
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▲図３−４−２−１２　全燐測定結果の推移（年間平均値）
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濃度（㎎/Ｌ）

▼表３−４−２−３　下水道処理施設海域への放流口付近の水質
検査結果（COD ｍｇ/１００ｍL）

備考２月１２月１０月８月６月５月測定地点名

常時
監視
地点

１．５１．５２．１２．６３２．９大川河口
１．５１．３２．１３３．１２．２大島北沖
３．３２．４２．２４２．９３．２北上川河口沖
３．３３．３５．７５．８３．９２．５貞山橋
４．３４．４１．９４．３３．８６．１内港－３北

臨時
監視
地点

１．６１．４２．５３３．４３．１県南浄化センター放流口
１．３１．３１．７２．７３．７３．１県南浄化センター放流口前２
１．３１．２１．８２．６２３．７山元浄化センター

２　安全な水環境を目指して講じた施策
環境対策課

１　工場・事業場対策
水質汚濁防止法（昭和４５年法律第１３８号）では、
人の健康に係る被害が生じるおそれのある物質を
含む汚水廃液を排出する等、一定の要件を備える
施設を特定施設として定め、特定施設を設置して
いる工場・事業場から公共用水域に排出される水

について排水基準を適用して規制を行っていま
す。
水質汚濁防止法に規定する特定事業場の数は、

平成２５年度末で５，６０９事業場です。このうち有害
物質を排出するおそれのある特定事業場は２９８事
業場で全特定事業場の約５％となっています。

▼表３−４−２−４　海水浴場水質測定結果表（H２５年度分（開設前調査））

放射性物質水質測定結果
調査
月日市町村名海水浴場名 セシウム１３４

＋
セシウム１３７

ヨウ素
１３１

調査
月日 判定油膜の

有　無
透明度
（m）

ＣＯＤ
（mg/L）

ふん便性大腸
菌群数

（個/１００mL）
不検出不検出６/１０適（AA)無全透１．０＜２５/１３気仙沼市小田の浜

不検出不検出６/３適（AA)無全透２．０＜２５/７石 巻 市網地白浜

不検出不検出６/３適（AA)無全透２．０＜２５/２１東松島市月　　浜




